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K A N A Z A W A  U N I V E R S I T Y
学士課程の授業の50％を英語で実施
英語教育の強化も進行している。近い将来、学士課程は全学
平均で授業の50％、大学院は原則として全科目を英語で実施す
ることになっているからだ。学士課程をあえて完全英語化しないの
は、専門用語を英語でしか理解できないようでは、社会に出たと
きに通用しないためだ。
2015年度からは、アメリカ・タフツ大学と連携して、「English 
Language Programs」がスタ トー。タフツ大学から派遣されたネ
イティブの語学教育エキスパ トーが担当している。英語によるディス
カッションを軸とした講義や、TOEFL ／IELTSなどの試験対策の
授業など、多彩な内容のプログラムだ。それによって、卒業時の学
生の語学レベルを、TOEIC760点、TOEFL-iBT80点以上を75％
以上の学生がクリアするまで上げることが目標だ。英語力に自信が
つけば、海外に羽ばたこうという意識も高まることが期待できる。
